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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 EBITDA 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 4,812 47.0 869 101.8 709 164.6 677 149.0 374 193.9

2021年３月期第３四半期 3,274 － 430 － 268 － 272 － 127 －
(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 379百万円( 209.2％) 2021年３月期第３四半期 122百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 57.73 54.79

2021年３月期第３四半期 25.28 －
　

(注)１．2020年３月期第３四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、2021年３月期第３四半期の対
前年同四半期増減率を記載しておりません。

２．2021年３月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの
当社株式は非上場であったことから、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

　 ３．EBITDA=営業利益+減価償却費+のれん償却額

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 5,849 3,903 66.7

2021年３月期 3,944 1,784 45.2
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 3,903百万円 2021年３月期 1,783百万円
　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期(予想) 18.00 18.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有
　　　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 EBITDA 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,382 38.6 932 70.5 721 118.7 688 99.5 379 155.3 58.13
(注)１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　２．EBITDA=営業利益+減価償却費+のれん償却額

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料P.7「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（会計方針の変更）」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 6,584,600株 2021年３月期 5,041,300株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ －株 2021年３月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 6,487,100株 2021年３月期３Ｑ 5,041,300株

　　
※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における企業の人材・組織開発動向は、コロナ禍が継続する中、従来の対面型のコミ

ュニケーションに加え、オンライン環境を活用した高度な組織マネジメントが求められるようになった背景から、

以前にも増して複雑化する組織課題・構造変化に対して先手を打つ動きが活発化しております。このような経営環

境の中で当社グループ業績は、前第３四半期連結累計期間を大きく上回り好調に推移いたしました。前連結会計年

度からオンラインによる研修の実施へとサービス提供形態の変更が進められており、コロナ禍が続く中であっても

案件の実施は円滑に行われました。オンライン環境の浸透により、１on１形式の個別コーチングの拡大が継続して

います。

　また、前連結会計年度では新型コロナウイルスの影響度合いを測りかね、昨年度に実施を見送られていた階層別

研修やミドルマネジメント向け研修の顧客からの発注を、当第３四半期連結累計期間に受注するケースも増えてお

ります。加えてアフターコロナを見据えた、顧客側の様々な人材・組織開発に対する個社固有の戦略投資の意欲が

以前にも増して高まる中、テーラーメード型で伴走できる当社グループの強みが合致したことによる取引を効果的

に進められたことで、当社グループ業績に対する大きな追い風となっております。

　販売費および一般管理費においては、新型コロナウイルス感染対策のためのオンライン活動が浸透しているため、

旅費交通費や交際費等の発生が減少しております。この減少傾向は、緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置の解

除後も継続されることが予想されます。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高4,812,509千円（前年同期比47.0％増）、EBITDA（営業利

益+減価償却費+のれん償却額）869,094千円（同101.8％増）、営業利益709,341千円（同164.6％増）、経常利益

677,482千円（同149.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益374,494千円（同193.9％増）となりました。

なお、第１四半期連結会計期間の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31

日。）等を適用しております。詳細につきましては、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結

財務諸表に関する注記事項 (会計方針の変更）」をご確認ください。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は5,849,952千円（前連結会計年度末比1,905,457千円増）となりまし

た。流動資産は3,548,653千円（同2,077,671千円増）となりました。これは、主に現金及び預金が1,826,311千

円、売掛金が219,906千円増加したためです。また固定資産は2,301,298千円（同172,214千円減）となりました。

これは、主に無形固定資産ののれんを141,170千円償却し減少したためです。

（負債の部）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は1,946,344千円（同214,101千円減）となりました。流動負債は

1,531,993千円（同31,925千円減）となりました。また、固定負債は414,350千円（同182,175千円減）となりまし

た。これは、主に長期借入金の流動負債への振替により181,032千円減少したためです。

（純資産の部）

　当第３四半期連結会計期間末の純資産は3,903,607千円（同2,119,558千円増）となりました。これは、主に東

京証券取引所JASDAQ（スタンダード）市場への上場に伴う公募増資により1,395,456千円、第三者割当増資（オー

バーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増資）により324,075千円の資金調達を行い、資本金及び

資本剰余金が増加したこと、並びに親会社株主に帰属する四半期純利益374,494千円により利益剰余金が増加した

ためです。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当社は、2022年１月14日に2022年３月期の通期連結業績予想の上方修正を、また、本日(2022年２月10日)に2022

年３月期の配当予想の修正に関する開示を公表しております。

当期の連結業績予想数値の修正（2021年４月１日～2022年３月31日）

売上高 EBITDA 営業利益 経常利益
親会社株主
に帰属する
当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 5,590 788 581 559 298 46.10

今回修正予想(B) 6,382 932 721 688 379 58.13

増減額(B-A) 792 144 140 129 81 12.03

増減率(％) 14.2 18.3 24.1 23.1 27.2 26.1

(参考)前期実績
（2021年３月期）

4,603 546 329 344 148 29.41

　2021年８月13日に公表した通期連結業績予想については、新型コロナウイルス感染症のリスクに伴う顧客企業側

の人材育成投資予算の動向を見極めながら見通しを立てておりました。しかしながらテレワーク普及に伴う働き方

の変化や経営環境の複雑化を発端とする経営・組織課題に対し、早期に解決を志向する企業との取り組みが予想を

上回るペースで増加しております。以上のことから、2022 年３月期の業績は、売上高は6,382 百万円、EBITDA が

932 百万円、営業利益が721 百万円、経常利益が688 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は379 百万円を見

込んでおります。

　なお、配当予想の修正につきましては、本日(2022年２月10日)公表しております「配当予想の修正に関するお知

らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 957,618 2,783,930

売掛金 451,524 671,431

仕掛品 6,921 30,309

貯蔵品 2,592 2,363

その他 52,324 60,618

流動資産合計 1,470,982 3,548,653

固定資産

有形固定資産 92,691 78,601

無形固定資産

のれん 1,976,393 1,835,222

その他 17,866 14,274

無形固定資産合計 1,994,260 1,849,496

投資その他の資産 386,561 373,200

固定資産合計 2,473,512 2,301,298

資産合計 3,944,494 5,849,952

負債の部

流動負債

買掛金 365,172 578,242

短期借入金 490,000 －

1年内返済予定の長期借入金 348,861 242,979

未払法人税等 111,420 228,385

賞与引当金 16,203 158,963

役員賞与引当金 － 24,000

その他 232,262 299,423

流動負債合計 1,563,919 1,531,993

固定負債

長期借入金 545,864 364,832

資産除去債務 44,211 44,417

その他 6,450 5,101

固定負債合計 596,526 414,350

負債合計 2,160,445 1,946,344

純資産の部

株主資本

資本金 116,520 986,673

資本剰余金 384,208 1,254,361

利益剰余金 1,287,442 1,661,936

株主資本合計 1,788,170 3,902,971

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △4,824 36

その他の包括利益累計額合計 △4,824 36

非支配株主持分 703 600

純資産合計 1,784,049 3,903,607

負債純資産合計 3,944,494 5,849,952

　



株式会社セルム(7367) 2022年３月期 第３四半期決算短信

－5－

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 3,274,640 4,812,509

売上原価 1,545,939 2,304,440

売上総利益 1,728,700 2,508,068

販売費及び一般管理費 1,460,610 1,798,727

営業利益 268,090 709,341

営業外収益

受取利息 46 67

受取配当金 250 100

受取補償金 9,810 2,595

補助金収入 24,555 297

その他 2,544 515

営業外収益合計 37,206 3,576

営業外費用

支払利息 9,764 3,784

支払補償費 11,306 1,459

株式交付費 － 8,598

上場関連費用 － 6,858

投資有価証券評価損 － 14,226

店舗臨時休業による損失 11,515 －

その他 600 507

営業外費用合計 33,185 35,435

経常利益 272,111 677,482

税金等調整前四半期純利益 272,111 677,482

法人税等 144,718 303,090

四半期純利益 127,392 374,391

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △43 △102

親会社株主に帰属する四半期純利益 127,435 374,494
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 127,392 374,391

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △4,751 4,860

その他の包括利益合計 △4,751 4,860

四半期包括利益 122,640 379,251

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 122,684 379,354

非支配株主に係る四半期包括利益 △43 △102
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2021年４月６日をもって東京証券取引所JASDAQ（スタンダード）に上場いたしました。上場に当たり、

2021年４月５日を払込期日とする公募（ブックビルディング方式による募集）による新株式の発行1,185,000株に

より、資本金及び資本剰余金がそれぞれ697,728千円増加しております。また、2021年５月７日を払込期日とする

第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当）による275,200株の発行により、資本

金及び資本剰余金がそれぞれ162,037千円増加しております。

また、ストック・オプションとしての新株予約権の権利行使により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ10,387

千円増加し、この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が986,673千円、資本剰余金が1,254,361千

円となっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用しております。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、これまで一部の取引において、売上高と売上原価を相殺し純額表示としておりましたが、売上

高と売上原価の総額表示に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高及び売上原価は31,758千円増加しておりますが、売上総利益、

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への

影響はありません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表

に与える影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

新型コロナウイルス感染症の拡大は経済や企業活動に広範な影響を与える事象となっており、その終息は

更に長期化する様相を呈しております。しかしながら、今後の当社グループ業績へのインパクトは小さなも

のと見込んでおります。

以上の外部的要因と、内部的な当社グループ状況等を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性やのれん及び有

形固定資産の減損損失の認識の判定等にかかる会計上の見積りを行っております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループの報告セグメントは、研修事業を中心とした人材開発・組織開発事業とその他事業があります

が、人材開発・組織開発事業の割合が高く、開示情報としての重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を

省略しております。

　


